
ゴールド、グリーン、
イエロー。極彩色の大行
列がサンバのリズムを刻
みながらにぎやかに行進
するさまは見る者の心を
わしづかみにします。世
界最大規模のお祭り、南
米ブラジル・リオデジャ
ネイロのカーニバルのこ

とです。
そんな「カーニバル

沼」にハマったのが、今
年、外国人として異例の
連続27回出場を果たした
中島洋二さんです。彼が
「センター」にはい上が
るまでの「奮戦記」をお
届けします。

台
湾
海
峡
有
事
の
避
難

25
日

＝
く
ら
し
ナ
ビ
面

編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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山車の上でパフォーマンスを披露す
る中島洋二さん＝ブラジル・リオデ
ジャネイロで2月12日撮影（本人提
供）

（日）
自民党の政治刷新本部の会
合に臨む岸田文雄首相。＝
東京都千代田区の同党本部
で1月23日、竹内幹撮影

28日（水）＝オピニオン面

日本の民主主義のあり方
が問われています。自民党
派閥の裏金事件を巡って、
岸田文雄首相は「日本の民
主主義を守るために」と党
改革に意欲を示しましたが、
党の調査結果は実態解明に
ほど遠く、国民の政治不信

は募る一方です。
どうしてこうなったのか。

過去を振り返りながら、く
じ引きで決まった議員が議
論する「くじ引き民主主
義」や、若者が政治への参
加意識を高める斬新なアイ
デアなどについて考えます。

26日（月）＝夕刊２面リオのカーニバル奮戦記

政治とカネ／裏金問題から民主主義を考える
い
わ
ゆ
る
「
台
湾
有
事
」

に
備
え
、
政
府
は
国
民
保
護

法
に
基
づ
き
沖
縄
県
・
先
島

諸
島
（
石
垣
島
、
与
那
国
島

な
ど
）
の
住
民
ら
を
九
州
・

山
口
地
方
に
避
難
さ
せ
る
計

画
を
立
て
て
い
ま
す
。
そ
の

数
は
約
12
万
人
に
上
り
ま
す
。

武
力
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
国
民
の
命
を

守
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
。
危
機
管
理

と
安
全
保
障
に
詳
し
い
国
士

舘
大
の
中
林
啓
修
准
教
授
に

聞
き
ま
し
た
。

多様な性を認める職場 25日（日）＝１、３面

女性として生まれた塩田章仁さん
（36）＝写真＝は、男性を自認して
いるトランスジェンダーです。子ど
もの頃から女子として扱われること

が苦痛でした。「性的少数者（ＬＧ
ＢＴなど）」という言葉はもちろん、
社会的な理解が広がっていない時代。
塩田さんは誰にも相談できず「レズ
ビアンの人たちは、普通として扱わ
れていない。自分も笑いものにされ
る」などと恐怖すら感じていました。
中学生の時、思い切って友達にカ

ミングアウトしましたが、距離を置
かれるように。友達が信用できなく
なり「35歳になったら死のう」と漠
然と考えるようになってしまったの
です。

その後、手術などを行い男性とし
て生きる道を選択しましたが「性の
問題」が壁になり、就職活動は失敗
続きでした。その中で香川県のある
中小企業が理解してくれて入社。塩
田さんは今、会社の業務として性の
多様性などをテーマに講演していま
す。職場も塩田さんらの活動で変
わってきました。

困難を乗り越えてきた塩田さんの
歩みと、職場の取り組みに迫ります。

２
月
も
終
盤
に
差
し
掛

か
り
、
３
月
に
入
る
と
い

よ
い
よ
第
96
回
選
抜
高
校

野
球
大
会
が
開
幕
し
ま
す
。

毎
日
新
聞
社
で
は
、
朝
日

新
聞
社
と
合
同
で
「
高
校

野
球
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施

中
。
優
勝
旗

柄
の
さ
ま
ざ

ま
な
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
や
、
今
年
で

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
阪

神
甲
子
園
球
場
に
ち
な
ん

だ
記
念
品
な
ど
を
抽
選
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
高
校
野
球

フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
、
高
校

球
児
ら
の
熱
い
戦
い
を
ぜ

ひ
一
緒
に
応
援
し
ま
し
ょ

う
！
ご
応
募
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
。

(

都
築
葵)
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